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第i・期生 の 」'{んf'xiめ で と)!
昭 和48年 に開 学 した旭 川 医科 大学 も遂 に この た び2桁 台
の 率 裳式 を取 り行 う運 び とな りま した。 皆 さん は 人学 と
同 時 に医 学 生 と しての 長 い道 程 を 歩み始 め、 学 年 が進 む
につ れ て次 第 に勉 学 に追 わ れ る厳 しい 日々 を送 っ て 来 ら
れた 事と思 い ます が 、 見事 に 乗 り切 って喜 びの 日 を迎 え
られ た 努 力 に敬 意 を表 し、 心 か ら お祝 い 申 しr.げ ま す。
卒 業 とは文 字 通 り"定 め られ た水 準 の学 業 を修 め卒 え
た"と 言 う意 昧 で す が、 証nにlib;lfl;に 「医 学 士 と称 す
る こ と を認 め る1と 記 され て い ます,,つ ま り皆 さん は卒
裳証 苔 を手 に した その 日 か ら新 しく医学 上 と して 川発 す
るこ と に成 るので す、,その 意味 で、 希望 に胸 を膨 らませ
た新 医 学L一諸 君 の門 出 に饅 の 言葉 を贈 りたい と思 います、,
6年 間 の学 習 を通 じて 皆 さんは 、 医学 の知 識 が 年 年歳
歳 増 加 し或 は 更新 され て今 日に至 った こ と を十 分理 解 し
得 た 事 と思 い ます。 これ か らも絶 え開 な く続 くこ の様 な
医 学 知 識の 更新 を、 卒業 後 は 自分 の 力で消 化 して 行 か な
けれ ば な りませ ん,し か も現 代 は 、 まだ知 識 体 系 を成 す
には 至 ってい ない雑 多な情 報 が、 数 限 りな く周 りか ら押
し寄 せ て 来 ます、,こ れ ら を取 捨 して 誤 り無 く自 らの医 学
知識 を構 築 し続 け る能 力 と資 質 を認 定 され た 人、 そ れ が
医 学 十 なの で あ ります 。
医 学Lは また医 師 と成 る 条件 を具 えた 人 で もあ ります.
医 師 は病 気 を制御 す る に留 まらず 、病 め る"人"を 癒 や
す 事 を使命 と して い ま 弓魑、,従一・て医 師 に は 、 人問 に 対す
る愛 と深 い洞宗 が 要求 され ま'む,こ の使 命 を全 うす る に
は 、知 識や 技 能 を磨 くだ け で は な く 自 らの 人格 を高 め な
け れば な りませh�こ の 道 は遠 く、皆 さんの ・人 一人 が
そ の個 性 に応 じて 日夜 謙虚 な 反 省 を積 み重 ねて 行 く他 に
方法 は無 い の であ り ます 、,この点 に関 しては 、av:.R:証tt
も 可能 性 を認 定 した に過 ぎ ない と言 わ ざる を得 ま せ〆し、
是 非 この 可能 性 を各 人の 努 ノ]で発 展 させ 、現 実 の もの と
して 戴 かね ば な り ませ ん。
今、医 学 上 と な って この 旭 川医 科 大学 を巣 、k・て 行 く
皆 さん には 、 以r.の2つ の 事柄 を深 く心 に 止め て 、 入学
の 際抱 いた あ の 大 きな志 を、 生涯 かけ て 、γ派 に達 成 しc
ドさ るよ う切 に願 う もの で あ ります 、,
翻 ・って、近 い将 来 大部 分 の卒 裳生 の皆 さんが 参加 す る
我 が国 の医 療 に 「1を転 ず る と、 今 か ら15年 前 の 本学 開学
、且ill午:■ξよ
、 人[1、liレ)」)1硬f}11i婁セカ`i】本 ぐ7iを‡,'レな し、上ln}旦k「ヒ
された この北 海道 でさ え、/aやitsr;�uひ は 医r}r「1過剰(/)j;i
が聞 こ え始 めて い ます.そ の反 面 、 交通 網 の幹 線 か ら外
れ た地域 で は、 かXっ て住 民の 問1'医 療 過疎 の 思 いが強
ま って い るの で あ ります 。 分配 の 不均 衡 感 が こ れ桿 ま(ト
に顕 在 化 した時 代 は かっ て無 か ・、たσ)では な い ひしrう
か、,国民 に対 す る医 療 の適iF.な 分配 は どの よ うにLて 達
成 され るの で し ょ う 経 済 原理 に従 った 止む を得 ない現
象 と 言 って済 ま され る問 題 で ない ことは 明 らか で あ りま
す 。 何 故 な ら医療 は あ く まで個 人 を対 象 と1、た行 為で あ
り、国 民 の ・人 ・人は 等 し くその 恩恵 に浴 す権 利 を持 っ
の であ っ て 、 日本 の医 学 は 先ず 国 民の健 康 と福 祉 に責任
を負 う もの であ る ど考 え られ る か らで あ りま 周。 与や医
療 の 配 分 は 、医 師個 人の献 身 と奉f十の み に期待 して その
均 衡 を待 つ段 階 で は な く、種 々の 分野 の 人 々の 黄 智 を結
集 して、債 極 的 に解 決 の道 を求 め な け れば な らない 大 き
な社 会 問題 であ り ます 、 そ の場 合、医 療 の 専門 性 か ら考
え て、 や は り医 師 が その1三導的 役割 を果た さな け れば な
らない 事 は明 らか で あ り ます。
他h.こ れか らの国 際 社 会の 中en本 が果 た さなけ れ
ば な らな い 役割 の 一つ に、医 学 の 分野 に/Jけ る貢 献 が 挙
け られ ます が、 これ には 、現 在 電で に か な りの評 価 を得
てい る研究 活 動 の他 に、 当 然国 際 的 な医 療 活動 竜,含圭れ
ま す
以 卜、国 の 内 外 に おけ る医 学 をめ ぐる時 代環 境 に思 い
を}(d一 と き、これ か ら(ノ)H芋f℃を打至うヂ1:々Lい う号さんには、
国 を撒 や す国Fと してのIlt'1、L二、広 く人 類の健 康 ・福祉
を考 え る視 野 と を養 い、 将 来に向 け てkい に 活躍Lて 戴
きたい と'bカ ・ら、念原貞弓る もσ)ごトあ り まd「
r
卒業生に贈る言葉
米 増 祐 吉
(
「卒業おめでとう。」皆 さんは最も短 かい人でも小学校入
学以来18年 とい う長い間、今 までの記憶にある人生の大
部分 を学校 とい う環境 で過 ごし、ここにめでた く 「学業
成 りて社会に出る」訳である。皆 さんの勉学 を支えられた
ご家族 の方々にとっては恐 らく気の遠 くなるような長さ
であったに違 いない。夢中で過 ご して きたと思われる皆
さんにとっても、国家試験 とい うも う一つの関門が待 ち
うけているとはいえ、人生の大 きい区切 りを無事迎 えた
ことに大いな る喜び を感 じているに違 いない。心か らお
祝い を申しあげる。
皆 さんの学業の最終段階の教育に携 わった者 として、
医学の 専門教 育 を行 った者 として、皆 さんの うけた教
育、それが どの ように修得 され、今後 どの ように活用で
きるか、医師作 りの責任者の1人 として、いささかの感
想 を述べ、皆 さんの前途への道標 としたい。
現 在の学校教育につ いては、すで に言いふ るされてい
ることであるが、ほとんど入学試験 を乗 り越 えるための
知識 の集積で しかないのではないか。それも多 くの試験
が多枝選択式で行われるために、それに適 した反応 が最
も重要視 されてきている。や ・短絡的 に言 えば、皆 さん
はその ような受験技術のexpertで あるといえよ う。少 く
ともそのよ うな思考形態に大 きく影響 されている。医学
教育も残念ながらほとんどその延長にある状態 でみり、
さらに国家試験で もその技術 は最高に発揮 されるで あろ
う。 しかし、 そのよ うな技術 が医師 としての仕事 にどの
ようにかかわって くるか、その ような思考傾 向がどのよ
うに影饗するか、医師 としての旅立 ちを前に してよく考
えてみ なければ ならない。
皆 さんの今 まで修得 してきた医学は正 にある種の 「学」
であり、医療ではない。今の ままでは いわば死 んだ知識の
集積で しかない。実体の感覚の伴わない抽象的知識、そ
れも主 として病 気の知識で しかない。一応臨床実習 とい
う形で約10か 月実際の臨床 にも触 れている筈 であるが、
これもほとん ど知識の集積の延長で しかないようである。
現在の状態はコ ンピューター に病気 に関す るデー ター
べ一ス を入れた段階で しかない。なかには真空管式では
ないかと疑 わしくなる人もあるようで あるが、反応 の速
い人で も、キーワー ドが少 し違 うと、屡 々作動 しな くな
るようである。出てくるデーターも病気に関す る決 りき
った細 かい知識の羅列 とい う形である。
脳神経外科 の教育では 「考 えていない とい うことに気
付 く」 よ う仕 向ける努力をしているつ もりであるが、卒
業試験 の結果か らは さして成果があがっているようにみ
えない。大部 分の人 にとって医師になるとい うことは患
者 を診 るとい うことになる筈であるが、その ような心構
えで医学 を学 び、臨床実習 をやってきたか疑 わしくなる
反応 が少な くない。限定 された設問 にはよ く答 えるが、
可能性 を並ぺ たて るとい う形で、 その意味 づけ、重みつ
tt,更 には目の前の息者の状態 をふ まえて どう考 えるか
の判断までにはほ とんど至 らない。 この状態は、 コンピ
ュー ターにデー ターを入れ ると きと同様 、何故 とい うこ
とを考 えることなく、digitalに ㊥eと いう形で カー ドが
その まま脳 に集積 されている結果ではないかと思われる。
なぜか、 なぜかと質問 を重 ねると極めて日常的な常識
で も考え及 びそうなことも考えてい ないの に気付 く。要
す るに多 くの学生 は医学 を記憶の学問と して捉 え、考え
ることをむしろ拒否 して きたのではないかとさえ思 えて
くる。皆 さんの修得 して きた知識は膨大 なものであるが、
重要なのは それを患者 を前にして どのよ うに引 き出 し、
選択 し、さらには次の段階への判断 、決断 に結びつけ ら
れ るかである。 多枝選択式 の問題 に答えるの とは全 く異
る状況 で、いわゆる問題解決型の思 考が要求 される。
さらに病 気のみ をみ るのでなく、病 む人 をみるとい う
ことは、いわば人 と人 とのcommunicationで ある。病む
人の人格 と医師の人格の触 れ合いとい うことであり、こ
れは教 えられ るものではない。それぞれの自覚の もとに
人間と しての巾を拡げる努 力が要求 され るであろう。で
きれば卒業 を機 に少 しの間で も医学 を離れて自分 をみつ
める時間 を作 ることも必要ではないか。 自分 という人間
を捉 えられ ない人 に、他 人を人 として捉 えることがで き
るとは思 えないからである。い うなれば医療 とい う仕事
は人間学に根 ざした ものでなければならない。
現実の医療 を取巻 く情勢はいわば激動期 の様相 を呈 し
ている。医療制度、医療経済 、高度医療、高齢化の問題 、
蜜庭医 と専門医、脳死 と臓器移植、医の倫理 などなど医
師のprofessionalfreedamは 脅 か され、経済的 にも危
機的状態にな りつつある。医師がある意昧 で先送 りして
きたことのつけが廻 って きてい るともい えよ う。 もはや
1人t人 医師 が無関心ではい られない事態が きている。
これからの医療の道 に手本は ない。医師が新 しく展開 し
ていかなければならない状態にある。
この ような時代の医師 として生 き残 るには、「医学」の
勉強で固 くなった脳 を軟 らか くし、 いつ も何故 と問いか
け、鵜呑みにせず、自己の行動 を検証 し反省 し、患者に
おもね るのではな く真 に患者のためを考 え、又目先の医
療のみでな く、 日本のさらには世界の医療 を考え行動 し
ていかねばならないであろう。 その ような医師 を目指 し
て努 力されることを願 つてやまない。




櫻 井 行 一
この 度 、6年 間 とい う、 長 い 大
学 生 活 に終 止符 を打 ち、無 事 卒 業
で きた こ とに 、深 い 感慨 を抱 きつ
っ 、 この 筆 を執 らせ て も ら って い
ます 。
昭 和57年4月 に入 学 して以 来 、
とて も 多 くの こ と を学 び 、 かつ とて も 多 くの苦 しみ や 喜
び ・楽 しみ を経 験 す る こ とが で き ま した。 学 業 に関 して
言 えば、幾 多 の試験 を乗 り越 え、 数知 れぬ レポ ー トを提
出 して きた こ とが思 い出 され ます 。 レポー トの作 成 な ど
は 、 非常 に苦 手 な部 門 で あ った 私 は 、先 輩 の レポ ー トを
適 当 に並 べ か えて な ん とか 間 に合 わせ た こ と もあ りま し
た。 又、試験 週 が近づ くたび に私 は 資料 集 め に精 を出 し、
コ ピー の山 と闘 っ た もの で した。 お か げ様 で コ ピー を取
る こ とだ けは プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル とな り、 町 の コ ピー屋
(ツ ○ハ と か)で は お馴 染 み ク ン に なって しまい ま した。
コ ピーの 値段 も私 が入 学 した頃 は 安 くて も ・枚30円 で あ
った の が、 今 で は10円 を下 回 る と ころ もで て きて い ます。
試験 の 前 には こ の コ ピー地 獄 で、勉 強時 間 をコ ピー して
い る時 間 が上 ま わ っ て し ま うこ と も何 度 か経験 しました。
ちな み に私 の コ ピー最 長 時 間は8時 間 で、 千枚 以 上 の コ
ピー を した こ とが あ り ます 。 こ ん なこ と は何 の 自慢 に も
な りませ んが、今 の時 代 の大学 生 と コ ピー とは切 っ て も切
れ な い関 係 があ るの です 。 コ ピー の 話 ば か り して い る と
自分 で ノー トを とっ てい ないの か と思 わ れ そ うな ので こ
の辺 に して お きま す。結 局 、大学 生 活 にお いて の 喜 び 苫
しみ とは試 験 を中心 と した サ イ ク ル と同 じか も しれ な い
とい うこ と を言 い た か った の です が…… 。
私 が 人学 に入 っ て19才 →24才 と年 を と り、 変化 したの
も当 然 で は あ り ます が、 旭 川医 人 の 周辺 も大 変変 わ りま
した。 数年 前 には(大 学 祭 実行 委 員会 な どで学 祭徹 夜 組
とな った 人 は御 存知 で しょ うが)大 学 の裏 の 野 原 か らは
鳥 の朝 の さえず りが 美 しく聞 こ え てい ま した。 ところが、
高校 ・道 路 設置 な どに よ り近年 は今1つ 鳥 の さ えず りも
聞 くこ とが で きませ ん。 大 学周 辺 の街 並 も人 きく変わ り、
以 前 は数 え るほ ど しか な かった喫 茶 店 ・食堂 も年 々増 え、
その他 に も本屋 ・ガ ソ リンス タン ドなどなど、6年 前 に入
学 試験 の 時 に"な んて 山の 中 に 人学 が あ るのだ ろ う"と
思 ったの も うその よ うに感 じる今 日 この 頃で す 。
大 学 に入 って"コ ンパ"な る もの を数 多 く経験 しま し
た。部 ・学 祭 ・打 ち.F:げ ・旗 上 げ ・学 年 ・追 な ど コ ン
パ には 多数 の修 飾 語 が あ ります が 、 どの コ ンパ で も共通
して い るの は あ る程 度の 人 数 が必 要 だ とい うこ とです 。
何度 となく幹事 をしま したが、人がいないことほど困る
ことはありませんで した(ち なみに ミ合二 とい う悠飾諾
のっ くもの もあ ります)。コンパという言葉 を広辞苑で調
べ ると一(コ ンパニーの略)学 生 などが、費用 を出 し合
って催す懇親会一 とあ りますが、どちらかと言えば実際
には一種のス トレス解消の場 となっていることの方が多
かったよ うです。酒 を飲 むこともよいですが、大学生の
みな さんもどうか体には気 を付 けて ドさい。
非常 にまとま りのない文章で したが、今 までお世詰に
なった諸先生、友人、先輩 ・後輩、両親 その他 すべての
関係 者にお礼 を言 うと共 に今後 もよろしく御指導 してい
ただ くよ う希望 しつつ筆 を置 きたいと思 います。
中 村 俊 子
と うと うこの 時期 がや って きた。
待 ちに待 っ てた は ず なの に 、 しか
コ し
し、 なぜ か手 離 しでは 喜 べ な い、
そ ん な心境 で あ る。 毎 年 毎 年、5
年 間、 この時 期 の"か ぐ らお か"
を読ん で は早 く進 級 して 、早 く卒
業 して 、 早 く 立派 な 良 い お 医 者 さん にな りた い な あ と
思 って い た。6年 生 の 文 章は 、 す ば ら し く、 感 動 を覚 え
た。 そ の私 が 今年 は書 く 並場 にな っ て い る。 不 思 議、 不
思 議,で は、6年 間 を振 り返 って み よ う。
1.こ こ ろ ざ し
私 が医 者 に な りたか っ た理 由 。幼 い頃 、風邪 で かか っ
た 医院 が とて も混 んで い て、 随 分待 た された 。 ま わ りに
は泣 い て い る赤 ちゃん もい る。 母 に なぜ こん なに混 ん で
い るの と尋ね た ら、医 者 が 足 り な い か ら と言 っ た(私
の 実家 は稚 内 で す),,足 りな いの な ら、私 が医 者 に な る
と幼 い なが ら も思 っ た。 それ が現実 に な ろ うと して い る
な ん て 夢 の よ うだ 。 今 で も、 母が私 の小 さい頃 の とこ
こ ろ ざ し"を 感慨 深 げ に話 す の を聞 い て照 れ る反 面 、医
者 にな ろ うと して い る私 の心 は 奥深 くまで 幸 せ に浸 る。
2.ク ラ ブ活動
ク ラ ブは卓球 部 で、 】年生 か ら6年 生 まで続 けた。
卓球部 に人 って 、 と て も良 か った 。初 心 者 で始 め た 卓球
も東 医体Best16,北 医 体 ダブルス優 勝 と 自分 で も満足 で
きる成績 を残 せ た。 これ も6年 間 とい う長 い年 月だ か ら
で きた と思 う.他 には 人 間の 縦 の つ な が り を味 わ えた こ
と で あ る。 人 学 時 には5・6年 生 が とて も大 人 で、 自分
が ち っぽ け に感 じた。 又、 自分 もい つ かは 同 じよ うに な
りたい と思 った もので あ る。 上 級 生 に な る と、下 級 生 が
で き る。 これ も楽 しい。 とて も若返 る。 新 人 生 は新鮮 で
4
(
昔 の 自分 を思 い出 させ て くれ た り、pureな 気 持 ちで 一
杯 に して くれ る。医 学 部 だ か ら、 ク ラブ活 動 に関 して人
それ ぞ れの考 えが あ る と思 うが、 私 は6年 間 続 け て ほ し
い と思 う。 長 い6年 間 を振 り返 って 、結 局 何 も残 っ てな
い の は寂 しい。 現 に残 ら ない 人 も 多い。
3.女 子
入学 前 か らわか っ て いた け れ ど、やは り女 子 は 少 ない。
下級 生 の頃 は別 に女子 であ るこ と、 人数 の 少 な さに不 便
は感 じなか っ た。F.級 生 にな り、 実 習 が始 ま り、就 職 、
結婚 な ど を考 え る と、「男 に な りた い」 「そ うだ よ ね」 と
い う会 話 も生 まれ る。 医 大 に 入 っ てか らは 、 私 の お喋 べ
り も少 し減 っ た よ うな気 が す る。
4.試 験
大変 な時 も あ り ま した。 こん な に も試験 、進 級 が厳 し
い な ん て思 わ なか っ た。 私達10期 生 は 、120人 が 入学 した
が、最 後 まで留 年 せ ず に きた 人 は80人 に も達 しませ ん。
知 っ て る人 が も し医 大 を受 験 しよ う もの な らば、 ち ょっ
と待 っ て、 な か なか キ ツ イよ と言 い た い ぐらい。しか し、
人 間 はや ろ うと思 えば で きる もん で すね え、,下級 生 の頃
は 、4・5年 生 の 試験 は人 変 そ うと思 った し、 上級 生 にな
る と、6年 生 の 試験 は長 い し、 白分 にで きる かな と心 配
して た。結 局 、 それ が出 来 た。今では懐 しくさえ も思 う。
5,6年 生
6年 生 に な る と、 あ と1年 、 も う少 しで卒 業。 今 まで
の5年 間 を水の 泡 に しち ゃい け な い、 高校 時 代 の友 達 は
結婚 した り、バ リバ リ働 い て い た りでpressureも あ り
ま した。 しか し、焦 っ て もは じま り ませ ん。残 りの 学 生
生 活 を有 意義 に過 さな い と損 です 。
紙面 も終 わ りに近 づ いて き ま した 。 本 当 に、 本 当 に、
従 然 な る まま に、 筆 を走 らせ ま した 。 思 い起 こす と、 雪
多い旭 川 に 来 て6年 に な ろ う と して い る。 あの頃 の 自分
と今 の 自分… … 。 素 直 に書 か せ て も らえば 、"こ ん なは ず
じゃ な かっ た"と い う言 葉 が頭 に浮 か ん で きた。 何 故 だ
ろ う。 卒業 と同時 に旅 、kち。 卒 業 す る の は 嬉 しい が 、
新 しい社 会 での 期待 と不 安 が混 ざ り合 っ て 自分 にふ りか
か る。 す ると、 まだ ま だ学 生 で いた い気 分 。 き ちん と診
療 で き るか な な ど、実 践 面 での 不安 もあ る。 しか し、6
年 間 、や り通 した 自信 を心 の糧 に乗 り越 え よ うと思 い、
そ して 、良 い医 者 に な りた い と強 く思 っ てい る。
卒 業生 の み な さん は各 人 、様 々 な方 面 で活躍 す る だろ
う。 自分 の夢 に向 か っ て、新 しい第 一 歩 を歩 ん で 、人 生
集 大成 を築 い てほ しい。
ここ まで育 てて くだ さ った諸 先 生 方 、 あ りが と うご ざ
い ま した 。 お父 さん 、 お母 さん、 あ りが と うご ざい ま し
た 。感 謝 の気 持 ちで一 杯 で す。
率1禦 蓄ぎ 1羅,課
今 村 卓 司
6年 前の4月2日 、YSI1機 の
タラップを降 りる時、旭川の風は
大阪出身の私に季節 を春 ではなく
冬 と教 えて くれた。 あれから6年 、
人間の適応 力 とは恐 ろしいもので
あ る。 なん と旭川の冬 にも慣 れ、
今では一15℃ の寒 さから春 の近づ きを感 じることがで き
るようになった。
長かったよ うで短 く、短いよ うで長 い6年 間であった。
「想い出が走馬燈の ように…」 とはいかないが、各学年
で記憶 に残 っていることを徒然 ならないままに書 こう。
1年
後期の化学試験 で再試 となる。 ノー ト持 ち込 み可の科
目であったので信 じられなかった。数日後解答用紙1枚
で提 出するところを2枚 で提出 したため と判 る(単 に出
来 が悪かったかもしれないが)。試験 前、U先 生の 「2枚
目か らは1万 円だぞ!Jと い う素晴 らしい冗 句 を聞 きも
らして しまったためであ る。せめて試験の時 ぐらいは先
生のお話 しをしっかりと聞 くべ きである。
2年
化学etc実 習が始 まる。初めて着 る白衣に「俺 も偉 くな
った もの だ。」と思 う。さて実験のほ うで あるが、早 く帰
りたいため に予想 され る実験結果 を得 よ うと努 力す る。
何か間違 っているようだが、「まっいいか!」 と しよう。
後期、基礎の試験 が始 まる。記憶 しなければな らない量
の膨大 さに呆れ、試験勉強期間の長 さに驚 く。 もっとも
最後は秘技 「一夜漬 け」であった。
3年
解剖 実 習始 まる(注 、骨学実習が2年 後期にあるため
正確 にいえばこの 表現は不適切 である)。自い衣に被 われ
た御献体 が妙に明るい実習室 に横たわっているの を思い
だす。貴貢 な経験 をさせて下さった御献体 に感謝 します。
夏休み直前の生化学実習の頃、夜中や明け方 に層雲峡や
留萌等ヘ ドライプに行 く。最 も若 さあふれ る頃だったか。
4年
前期、薬理 の実 習を除けば講 義 ばかり(注 、病理 、衛
生、公衆衛生の実習 もあ りま した。各先生方申 し訳あり
ません)。専門 が始まるまでの 「命の洗濯」の期間である。
この期間は有意義 に遊 び ましょ う,,6月 から内科等の専
門科Hが 始 まる。初めの頃 は先生のおっ しゃる意味 もよ
く理解 できず、ただノー トに書 きこむ 「人間 ワープロJ
と化す。後期試験、2週 間16科 目とい う試験期 間と科目、











胃や腸 の具合がおかしkな り「IBS(過 敏性腸症候群)
の卓 ちゃん」 と呼ばれる。なんとか無事に突破 、,試験後
1週 間ある講義は 「燃 えつ き症候群」 となる。先生がた
〃 この1週 間の講義 はやめて、 さっさと春休み にしま し
　
よう。教 えるだけ無駄 ですか ら…、
5年(臨 床実習前)
法医の実習 を除けば、ほ とん ど講義。試験 ぐらい しか
印象 にない時。今回は3週 闇18科 目。 初め の2日 で早
だらけ、後 は惰性での りきる,,よくバスしたもの と思 う。
臨床実習(5・6年)
かつてソ クラテ スの説かれた 「無知の知」 を体得す る
絶好の チャンス。ただ 「無知の知」 を認識するだけで終
わ らせ ることが多かったです が、私の場合は。5年 に続
き、後輩た ちに うまくのせ られ、東医体(水 泳)に 参加
す る。合宿中 に左肩 を寝違 えて肩 が うまく回 らなくなる。
大会で可愛い1年 生 と「100mフ リーで1分15秒 を切 れば
頬 にキス6」と約束す るも肩の不調 で達成で きず。当然、
御褒美 もなし/実 に残念 である。行事 に備えて体調は
万全に整 えてお くぺ きだ と骨身 に沁みる出来事だった。
卒 業試 験
2ケ 月以 上 続 き、 しか も17科 目 とい う最 大 の長1'場 で
あ る。 中2H、 中3日 で試験 が行 われ るので 試験 後1・
2Hは 安心 し、 結局 秘 技 「 ・夜 漬 け 」 の登 場 とな る。 い
つ ま でた っ て も進 歩 の な い 自分 に呆 れ て しま う。しか し、
この 時 期 に 大切 なの は勉 強 で な く健康 で あ る。 な んて っ
た っ て 「体 が資 本 」 で あ る。
ま あこん な もの で し ょ うか。 折 しも冬季 オ リ ン ピッ ク
で ス ケー トの黒 岩 彰 選 手 が1000mを 滑 べ り終 えて 「や
るぺ き事 は や った 。悔 いは あ りませ ん 。」と イ ンタ ビュ ー
に答 え てい るの をみ て 、言 って くれ る じゃな いの と思 う。
な どと冗 談 は さて お き、私 の6年 間 とは 大変 な違 いで あ
る。 やは り6年 間 の 学生 生 活 で 、 これ だ け成 し遂 げた と
自信 を も って い え る もの が ひ とつ でい い か ら欲 しか った
と、 今 さ ら なが ら思 って しま う。
最後t::,お 世 話 にな っ た先 生 方、 い ろい ろ と力 に な っ
て くれ た友 人達 、 そ して6年 間 旭川 で 暮 らす とい う我儘
を許 して くれ た両 親 に深 く感 謝 した い。 あ りが と う。
、戸1簸 駿 諾寝講演会一覧
昭和62年 度 に本学で開催 された講演会は次の とお りです。




























































チェコスロバキ ァ チ ャールズ大 学



























Ili医 学 部 附属 動 物 実験 施 設 長 に 東教 授(細 菌学 講座)
か 発令 され た、,
医 学 痔口β付属 実 験 実 習機 器 セ ンター長 にノ」・里f孝文キ受〔解
剖 学 第 ・講座)が 発 令 され た。









第IIIII目(於 第2-『4一 ヒ ミ ナ ー室 、 30口 黒1日一一秀学 長 退 官
学 付:記授 与式(於 第 ㌃会 議室)
〔学位 記被 授 ワ者5名)
第13回 医大祭
7月
新 入 生研 修(第1回 目)

















学 長 に ト田 晶 久(病 理 学 第.・ 講 座 教 授)か 発 令 さ
れ た,
黒 川 前 学 長 に ・ド;∠:名 誉 教 授 の 称 月 か 授1ノ さ れ た 、
黒 川 ・秀 学 長 退 官 言己念 溝 演 会
IU.ill「 医'1γr季交1∫L1卜f卜l
iVi前 旭 川 医 科k';=長 黒 田 ・秀氏
第34回 北 海 道 止出区 大 学 体 育 大 会
けIi番 校 北 海 道 大 学)
[・卜学 参 川 種 目 〕 陸L競 技(男 女1、 準 棚 式 野 球 、
軟 式 庭 球1男 女)、 バ ス ケ ノ トホ ー ル 〔男 如 、
・・L-71・ ・ ル
、 サ ソ カ ー 、 卓{求{!1;女)、 バ ト ミ ン
ト ン、 剣 道(男 女)、 弓 道(男 ω
1」ti;.f�:リ}.f・:3i人 こド量≧叫117f・完、4(ダ`:34メ ぐ噛1二1`:ISf,!
1～有3{}回 東 日 本 医 科 学 生 総 合 体 育 た 会 夏 季 人 会
(柔 管 校 東 海k医 掌 剖;)
「本 学 参 加1種 目 〕 陸 上 亮亮技 〔男 女 以 準 硬 式 野 球 、
f1・賦 庭 球 〔男 如 、軟 .弍'艦 表 〔男 如 、卓 球 明 女 　、
・、し 一 、卜一7し{り 弓) 、!、 ト ミ ン ト ン1[i,女}、 →正 ノヲノ
、 ハ ス ケ ノトホ ・it{男1{).柔 道 、剣 道 、弓 道 、
空1」 、 水 泳(男 女)、.-1几 フ
1茂糸責 二.b`s合3f.メ(ilf立..
8月
教 育 研究 及 び厚 生 補導 担 当副学 長 に安係f一 保{薬
理 学 講座 教授)、 医療 担 当副 学 長 に鮫 島 夏樹 〔外 科
学 第 一講 座 教授)、 附属 図 書館 長 に笹 森 秀 推{社 会
学 教授)か 発令 され た、.、
昭 和62年 度糸内骨 式 〔於 ・fi'111:納什堂)
9月
loH2f1
fP'和62年 度 公開 講座
「老 年期 の 心 の保 侵君1
公 開 講 座
9日 体 育 大 会(il催 学 生)
[学 年 対 抗 〕 サ ッ カ ー 、 バzケ ッ トホ ー ∫し、 綱 り1
き 、 リ レ ー 、 当尺f云
[.r;,τ脈女・rf:1ノ ～レ ー;r一 ル
16日 昭 和62年 度 解 剖 体 慰 霊 式 並 ひ に 之部 た臣 感 謝 状 伝
8
遼 式 〔於 体 育館 ・第4モ ・三ナ 室1
30日 学1立記 樫5・」忙 〔於 第 ㌃会議室1






笛3〔i回4〔 日 本 医 科'噛;そ生 総.合 体 育 大 会 冬 手汰 会
ql管 校 横 浜 市 ・i疋k学1タ1学 部 〕
〔本 学 参 加 種 目 〕 ヲ ク1ゴ ー・一、 欧 ・、`・
新 入生 研 修 第21口1目




21日 入t一 教 室 〔於.壮.大F世,欧 キー 場}
22日 講 帥 ・1名 、 厚 生 補 導 委 員 会 委 口1名
参 加1掌 生15各
r顧m餉 騨㎝磁
25日 学位 記授 与 式 〔於 第 ㌃会 議室)




20・21・26日 冬 季 体 育 大 会 〔 ド催 斗'「生 〉
['ら1二II1'打 〔'1'・ ス ケ ノトホ ・ル 、㌧音r'【1`・i}ド!カー




29日 昭 和63年 度 旭 川医 科 大学 κ;♪者i7t抜 第2次 試馬41
3111ロ レ受1う寅者578名}
3月
4Hr眉 和63年 塵 旭III医科 大学 大学 院 ぺ1!:者選 抜 試駒1
(受験 者`9名)
ロ
5日 石井教授最終講義(於 臨床 第一講義室)
9日 石井教授 ・丸子教授 歓送式
(於 臨床 第三講義室)
12日 一昭和63年 度旭川医科 大学大学院入学者選抜試験
合格者発表(合 格 者8名)
19日 昭和63年 度旭川医科大学人学者選抜第2次 試験
合格者発表(合 格 者151名)
25日 学位記授与式(於 第=会 義室)
(学位記被授 与者15名)
第10回 卒業証書授 与式(於 体育館)
(卒裳生110名)
(庶務課 ・学生課)
ス キ 、 一 教 室
12月21日(月)・22日(火)の 両 日、北 大 雪 スキ ー場(紋 別 郡
白滝 村)に お い て スキ ー教 室 が 実施 され 、第1学 年 か ら
第5学 年 まで 男子13名 、 女子2名 、計15名 の 学 生 が参 加
した 。
今 回 は例 年 に な く参加 者 が少 な か った が、 それ だ け に
講 師4名 に学 生15名 と密 度 の 濃 い講 習 内容 と なっ た。
初 日は、 午後 か ら講 習、 夜 に は懇 親 会 を兼 ね た 夕 食会
が開 か れ、2日 目は 午後2時 に スキ ー場 を発 つ ま で講 習







63年 度も4月1H働 か ら次 により行 うので、忘れずに
手続 きを行 うこと。
○昭和60年 度及び昭和57年 度入学者
更新が必要 なので、学生課学生係で旧学生証 と引 き








研 究 窒 紹 介
■ 内科学第一講座 ■ 藤 兼 俊 明
本講座は、昭和48年9月 の旭川医科大学の開学 ととも
に、小野寺教授 を中心に発足 した。当初5名 であった教
室 員は、昭和54年 からの本学卒業生を中心 とした参加 に
よ り暫時増加 し、現 在80名 を超 えており、常勤者は30名 、
3名 が在外研究中、2名 が国内研修 中である。
教育面では、第4学 年 から始まる内科学の うち、循環
器、呼吸器、腎疾 患の講義 を担当 し、あわせて附属病院
での臨床実習に携わっている。
診療面では、昭和51年11月 の附属病院の開院時 より循
環器、呼吸 器および神軽筋疾 患 を中心 に内科諸領域にわ
たる診療 を行 っている。入院 患者の およその内訳は、虚
血性心疾 患、不整脈 を中心 とした循環 器疾 患が50%、 肺
癌、慢性 閉塞性肺疾患 を中心と した呼吸 器疾患 が30%、
変性疾 患、ジス トロフ ィーなどの神経筋疾患 が10%、 そ
の他がlO%と なっている。外米患者」よ、道北地方 をは じ




殊検査 が多く、と くに最近 は、PTCA(経 皮的冠動脈
形成術)、 心筋生検 さらに経気管 支鏡的 レーザー治療 な
どの先端技術 を応用 した検査、治療 が漸増 している。
研究面では、循環 器 グループでは従来 より冠血行動態、
心筋虚血、心機能(と くに両室の相互十渉)、 実験 的肺塞
栓、肺高血圧時の肺血行動態の研究 を行ってきた。最近
は、高血圧 ラッ トを用い、摘出肺血管の薬剤反応性 や摘
出儲流心の心筋代謝、 さらに心筋の蛋白電気泳動な どの
領域 に拡がって きている。 また、血管平滑筋の細胞培養
に もY{手 し、血行動態から細胞 レベルの代謝 までの一貫
した研究が展 開されている。呼吸器 グループでは、慢性
閉塞性肺疾 患患者の換気応答や運動耐応能 、呼吸イ ンピ
ー ダンス測定 に関す る臨床的研究 が行われている。 さら
に、培養 ヒ ト肺瘍細胞 を用いた実験的疵化学療法や薬剤
耐性の克服、光線力学療法 に関する研究がフローサ イ ト
メ トリー を用いて行われてい る。神経筋領域 では、 ラッ
ト呼吸筋 を用い、長期運動負荷に対す る組織化学的研究
が行 われている。 これらの成果は、国内外 の学会、雑誌
に発表 されている。
・方
、 レクリェー ションも盛んで、昭和62年 には学内
ソフ トボール大会で準優勝、 また、医局対抗野球人会で
は念願の初優勝 をな しとげた。
現在、教室 員の約 半数が各地(主 として名寄 から札幌
に到 るベル ト地域)の 地域 中核病院で中堅 および研修医
と して診療 に従事 しているが、活躍の範囲 が拡が りっっ
あり、今後 さらに多忙 を極 めそ うで ある。
(内科学第一講座 助手)
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ラ グ ビ ー 部 38 4 福田 雅 小笠原正洋 写 真 部 26 5 鈴木 隆司 谷本 光穂
準 硬 式 野 球 部 30 4 角浜 孝行 長 和彦 英 会 話 ク ラ ブ 16 3 糠沢 和郎 平野日出征
卓 球 部 4U 4 佐藤 洋一 松本 光博 医 療 研 究 会 33 6 松田 彰 中島 進
陸 上 競 技 部 18
層
4 福家 信二 美甘 和哉 茶 道 部 18 4 府川 悦十 原田 一典
ス キ ー 部 77 5 大久 保 又 一・ 東 匡伸 桟 敷 文 の 会 26 4 中野 悟 岡田 雅勝
ゴ ル フ 部 23 2 小川 俊彰 寺山 和幸 映 画 研 究 会 18 6 今井 政人 建部 高明
ボディービルディング部 23 2 木村 圭介 徳中 荘平 将 棋 部 12 4 渡邉 真司 上口勇次郎
硬 式 庭 球 部 42 4 木村 輝雄 米増 祐吉 JAZZ研 究 会 14 4 浅賀 浩孝 宮田 昌伸
バ ド ミ ン ト ン 部 17 4 小佐川直樹 山下 裕久 囲 碁 同 好 会 io 3 花岡 淳一 岡田 稚勝
男子バスケットボール部 19 4 寺西 正 久保 良彦 ギ タ ー 部 16 3 永坂 嘉章 原田 一典
空 手 道 部 10 4 柏 崎 裕 ・・ 猪俣 光孝 ロ ツ ク 研 究 会 30 3 後藤 学 井手 正吾
柔 道 部 12 3 佐藤 正夫 平山 隆三 障害者問題研究会 io 6 土屋 芳治 笹森 秀雄
サ ッ カ ー 部 24 4 河村 勝義 水戸 廻郎 聖 書 研 究 会 8 4 大角 晃弘 谷井 広樹
バ レ ー ボ ー ル 部 29 4 渥美 敏也 吉 岡 ・ ブ ラス ・ア ンサ ンブ ル zs 3 諏訪 清隆 北 進 ・
剣 道 部 26 4 佐藤 雄也 森 茂美 室 内 合 奏 団 17 4 生出 邦仁 北 進 ・
山 岳 部 22 3 会沢 佳昭 八幡 剛浩 科 学 論 研 究 会 7 5 長谷川公範 中島 進
弓 道 部 23 4 奥山 光彦 黒島 農汎 女r学 生 の ひ ろば 8 6 武井 理子 岩渕 次郎
ワ ンダーフ オー ゲル部 29 3 吉田 達之 笹森 秀雄 V,R.A.(ビ デ オ研 究 会) 33 5 明 茂治 田中 達也
ア ー チ ェ リ ー 部 10 4 松山 剛 丸子 基夫 フ 才 一 ク 研 究 会 5 5 鈴木 隆司 久津見晴彦
大東流合気武道クラブ 16 2 側 徳裕 中島 進 アマ チ ュ ア無 線 部 10 4 生出 邦仁 平野日出征
軟式庭球部"ア ップルズ" 30 3 野村 智昭 宮岸 勉 東洋 思 想研究 会 12 3 佐藤 正夫 原田 一典
硬 式 テ ニ ス同 好 会 23 4 合谷木 徹 安藤 御史 旅 と鉄道 研究 会 io s 吉田 克成 笹森 秀雄
水 泳 部 40 3 大田原塵成 竹光 義治 天 文 同 好 会 12 5 矢萩 英一 相 田 ・郎
白い恋人(基 礎 スキー
&山 岳スキー同好会) 45 2 前本 篤男 丸子 基夫 旅 芸 人Cl.UB 10 2 関根 寿樹 加地 隆
サ イ ク リン グ ク ラ ブ
「チ ャ リ ン コの 会 」 17 5 鈴木 隆司 笹森 秀雄 お 祭 り 研 究 会 30 5 尾形 和泰 橋 爪 裕f・
操 艇 部 9 5 吉原 秀樹 吉田 逸朗
バ ー ド ・ウ オ ッチ ング
・ク ラ ブ 24 3 野村 徳之 丸子 基夫
女子バスケットボール部 17 4 佐竹 典子 久保 良彦 合 唱 部 17 4 宮田 節也 高橋 達郎
ソフ トボ ー ル同 好 会 32 3 浅岡 克行 久津見晴彦 児 竜心理 研究 会 14 2 原 英彦 井手 正善
マ ラ ソ ン ク ラ ブ io 5 大 久保 又一・ 大野 秀樹 劇 団 し き 12 2 平澤 克己 内田 倖喜
女 子 バ レ ー 部 15 3 小森 麻美 谷本 光穂
サロ ンフ ッ トボール
岡 好会
32 1 小林 悟 丸子 基夫
10一
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氷 点、ト2p°(;し 一 ス 前 の 緊ll侵感 、 敦 タ ー1・!動 い ビい
る の は 俺 と ス ト ズ ノウ レ ノチ だ け 。聞 こ え る の は 風 の1"「..
'∫一 ∫レv)班'∵電'i`t;{≒ゴ七刀,,
、,尋)う 人1三才`[なし、「,n,;J)ヒ;二failaii△
む㍉1そ 、二 に%Lえ る の は 、 青 い 空 、t1い 二,G、
Ra(・ingSkiPitm。 部 員 数77名c、 ア ル ヘ ン 、 ケ 〕
λ カ ン ト リ ・・、 シ ャ ン フ よ り成 甑,滑 る!走 る!跳 ぶ!
壁♂)練 習?ロ ー ラ ー 入 キ ー 、 登Lll、 水 泳 、 自転 車 、 ソ フ
トボ ー ル 、 テ ニ ス 、 ウiイ ト… 。 みhな スポ ー ツ 好 き さ.,
国 体 選1」 も い る,、 さ あ 、rl銀 の 雪 面 にfr・ ぶ つ け て.み
4・し、7う㌦ノ
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海 道 ・q-一 選f権 大 会
旭 川J,キ 連 盟 、.化 淘 道 学 生 人 ㍉一















バ ド ミ ン ト ン 部
ボディビルディング部
皆 さhが ボ テ ィビ1しと聞 い て、 ま ず連 想 す るの は、 異
常 に 筋肉 のitkiLた 、妙 な ホ・一ズをと る男 の 人 か も知 ね
ま.是±ノし、 しカ・し看ムA【よ、 もっ1よらノ耳ワ ー リ フ.rイ ン7を
通 じて、 各 人が基 礎 体 力 の向 トをめ ざ してい ます 、
筋 ノ」トレー ニ ンクは本 米、 個 人 で 行 うべ き性 格 の もの
です が、 と も→ れば 、効 果的 な練 習 法 が わか らず 、 目標
を失 って し まい が ちr、 持 続 しない 事 が往 々に し.てあ り
まd,そ の 欠点 を補 い 、 な おか つ楽 しく、体 力 に応 じた
練 習 が(聴 る事 が、 私達 の 部 σ)強み です 。 昼休 み に体育
角'∫2Fで が言動 して し・るぴ)で,気 軽 に足 畜づ篁ノしで層}ぐさい,》
{責 任 者 木 村'L∫の
我 々 羽 球 部 は 男.f・13名 女fF・4名 の 計17名 で 、 他1、「数 名
の 有 護 学 校 生 を 加 え て 、 夏 期 は 週41111、 冬 期 は 週31"1の
練 習 をLて い ま.1糸 車習 内'容 は →卜.キ ソ ト トL一 二 〆7、
基 礎 打 ち、 試 合 な と が 中 心 で 、 厳fい と い う声 と楽 す ぎ
ろ と い う声 か あ が..,て い 圭d-rlひ た す ら彊ミく な り た い 八 、
楽L.(・ ・ト ミ.ト ン を や りた い 八 な と 様 々 な 八 が 集 ま.,
て い る ケ ラ フ な び)で 、 本 人 の や る 気 し だ い で 厳 し く も 楽
1'も な る 糾i習1人[容 だ と思 い ま す 、.
誼」季交日寺代 に 三);)t求音r二 入 つ て い た 八 、7,ホ ー ツ 大 会 な と
で バ ト ミン ト ン を や.・ て 面 臼 い な と 思 ワ た 人 、 よ た 全 く
経 験 は な い け ど ・度 や..一,て み た い と思 、て い た 人 は 、




















筒㌧251【114≒」近pg「r'1モノ・ワ ー リ ノラ・イ ン7
大 会(総 合3/7.)、 第zFSI`rl全 道 掌 生 ハ
ワ ー リ フ フ イ ン ク'大 会(総i.3{N:)n
北 海 道 学 生 ハ ワ ・・リフ テ ィン7連 盟 、:
全 睡 学'レ ・ワ ー リ'7・肩 ン ク連 蜘
加人!
男 子 バ スケ ッ トボ ー ル部
男 子 バ スケ ・ノトホ・・1レ部 は、 現 為ゴII覚U9名 、週31111の
練 習 を行 ・・てい よす,糾i習 の汗 が もた らす そ)快 感1よlrlr
事:「もか え かた く、私達 の学 生 生 活 を よ り充実 した もの
に して い ま す、,ほとん との部 員が 、 大学 入学後 始 め た初
心 者で す が 、部 員同 士 が 工 夫 しなか ら フ レーの 向Lを 目
指Lて い ま'd,練 習 以外 に も冬期 の/,f一 旅 行 な ど部 員
1司十 の 親Rを 深 め てい よす[
まt-、i展 自11jとし て 凱でllミに 御il舌ガ羅され ぐい る剖;長先 生
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九1リ11ノ・ 敦 ノプ/ト.r・ 几・房ちゴ}こ、..1ヒ2毎)首
'噛jそrlこノ






∴/ヒ にr,は.・ みillj亡t剖1ぐ・4 .演Uj首 と い ・)ス ポ ー ツ は 、,1、望
有 名 な の ℃ 、 今＼さ 「、1;兎Ll月一a'る 二 、レ1よ な い で・Ll .)..}1,・ 三虫、
一残 か 剖二び)糸召∫「を さt1'ぐ い た だ き ま` 1.ま す 、 や るH、li…け や
り ま.す!糸 栗響1に 、r;式合・に ヂ1'ちi△ む ド}ll11びジ委 に 、 あ な ノ:二は
森.田f建{乍 」{この 背'f妾循yを 見 る 、二 と で・し 、Lう,,Lカ ・し 、,残 か
剖1び瞬占重加 よ、 こ二れ だ け て冠よnii}1ま セ ノt、=,剣1辻ir人タトの 活 山1」
もr,k/t.cd .そ れ は 、)kて の お・楽 し みrlま 一ザは 、 」葉1温」易
へ 足 を」璽 ん で み て ト き い ...玄 八 ・素 人 をiい ま{1ん 「 特
に 女f一 の み な さ/L、.・ 緒 に 団 体 戦 に 川 ま し.、1).,そ れ("
は 、 部 員.一畠1司、 お 待 ちLて い ま 尋.=1よ うLく(つ
{責 臼三者i5:』 藤 刻臼iり
柔 道 部
今 、 柔 道 部 は 燃 え て い ま む 、昨 年 は 旭 川 四 メGξ 対抗 戦
四 連 覇 、 北 医 体 優 勝 、 東医 体f固 八 の 部 重 最級 優 勝 、 女.r・
ぴ)剖好燈月券と'謂 皆糸及【lr下 皆糸吸了正覇 し 、 ・＼ ス ト8⊥1ヒ でLは4
入 と 、a;,金 澗占…で覧を 築 き}=け よ う とLて 一い ま1、 先 八 た 古,
に 追 い つ き 追 い こ し、 そ の'夢 を うけ つ ぎ 、 は た 弓 べ く、
村,た ちは 日 イ斐411fi:bih!～ て=い ま オー、、
し か1 .、 王見で午剖;`Uよ 男r・11名 女-f・1名 と 人 茗設は1襲Lて 一
名 く あ り ま"ん か 、 その 分 部 員1司 十v)結 び つ き に1よiiを
み は る も び)か あ り よ.dul舌 重りは と い う と 、Il.rlulは で・き る
た け 短 く 、 し.かL内 容 の あ る練 習 を モ ッ トー に 短 期 集III
型 で』、'1%!iい 人 数 な か ら 柔 σ)道 を 極 め よ)と 切碑 琢 磨1 .
(い ま す 。 そ1.ぐ あ ま ・、た 時 問 で勉 学 に と り組 み 、 部 活
動 と 勉 学 の 両 広'・ よ り 、 あ の 「文 武 両 道 」 と し、一)言 葉…
に ひ ・,た りの1舌 動 を し て い ま 「凱 、 さ ら に 身 体 の み な ら ず
精 神 を も鍛 え ぬ か れ 、 医 帥 た る心 構 え も 養 え て い け る と
」己1、し、ま寸㍉、
さ あ 、 老 若 男 女'・ 経 験 σ)イ1'無 を 問 わ ず1、 人 生 の 賞 重 な
・頁C'あ る 人ゴ汐彗菅
r艦を 、 看ムた ち と 共 に 有 意 義 にAr"1こ そ)
で は な い か,,希 ㌣{にtU41ち た 審斤人!t"-ull君 に 会 え る こ と を 、
剖lr1・lrJレr.・か`5♪襲Lみ1、:1、1,一,て い ま す 、,
〔責fL.者1/ii藤 ⊥E二た)
←
紆 費 ↓ (ii 力1
会費
円言白L{.){)〔.)f」1
遠 征 費 自己 負担
道 地 区 医 学 部 対 抗 剣 道 大 会(優 勝1、
)茸ひミ歯 莱・ド」奇ノ髭灸ID直大 会・(2{航)、.忙 医
体{2t立)、 上也1×:体 〔2f立)、 新 八戦
ノ山川 與ID首」坐慌振,化 ～毎1ki'f牛 .4刈三首i14;!!、












イ零季 加Ull「ILA.人こ「11∫:対.揃:単セ 〔f竪月券)、 ネ火季=
h川PSIk学 対 抗 単い 優 勝)、 北 医 体
1
〔優 勝)、 東医 体 〔個 八重 駄級 優勝 、1
我 が 【h岳 部 は 、 ・f卜斉づ両 じ ぐ、1几1季 手斤々 楽Lめ る 【1斤1'・
を 行 つ て い ま す 、,夏1よ 、 沢 そ禿り 、 岩 登 り、.、冬 は 、 山 欧キ
ー を 行 い
、 北 海 道 の 山 々の 白 然 を満 喫 し.ぐ い ま す 、,
実 際 の 活 動 とLて 、 長 期 休 暇 を利 用Lて 春 ・嬰:・ 冬 合
ケ肖 を子」L)1き カ㌦i璽 末'をfitR]し'(』 ノ、イキ・ン ク 、 今 レ ン フ!く
一ヤ ー
、(llh%i!、 金勺り な と を 子」=・,て「し、る,.1」ヒ～毎.弐首0)Li冥 よ、 イ9
川 ℃ は 昧 わ.う こ と のr,・ い 「原 始 の 匂 い 」1荒 々Lい
未 開 の 自 然 」 か 魅 力C』 あ り 、 厳Lい 自 然 条 件 に あ る だ
1:;
lrl二 、PLI.李…す斤々 ～宴:fヒ.ポる ド1到嚢力・.より審斤魚案;.▼.}㌢L..:HI、え る
自の で・.ll..初 心 者 の 八 で.も.た 勧て」∫llLよT






自 己 負 担
「.～ 」り和
「
春lllで †fii{IIτ ゴ「〕・〆.、ラ 々.1/i、:∫ 一,し





軟 式 ラ.ニスと い うと一・見 マ イナ..で 、 や や もす る と、
軟 弱 な スホ..ツ と思 わ れ が ち です が、 決 して そ(ノ)ような
こ と は あ り まぜ ん。 炎天 ドの も と、小 麦 色 の四 肢 が白球
を追 い.飛 び散 る汗 に 身 を委ね るその 姿 には 、 さわや か
な感動 を覚 える こ と でLよ)。 また 、 ラ ケ ッ トさえ握 れ
ば准 に.rも こ な ぜる スポ ー ツ で あ るため 、や 『ってみ る と
..:外に 二の スホ.・ツの と り、.二に な る人 も 多い の で』a.、
昨 年 は 、新 入部 員の 多 くが未経 験 者で した が 、今 では 、
め り1よりの あ る素畔i.しい ゲ.一ム を う己.ぜて くれ まd,・.我 々
と兵に1:し た い4を 部 員 一1司待 ち望 ノしで い ま 凱.





我 々 水 詠 部 は 、 東 医 体 を・目 指 し 競 泳 に「励 む 八 は も ち ノ・
ん 、 初 め で水 泳 を.1.る 人 まで.あ ら ゆ る レ ペ 几.の 八 のiii
を 歓 迎L.ま す=旨 活 動 は 、 競 泳 剖;門 と 「「ヤい 恋 八 」 と い)
自 分 の 好 き な と き に 好 き な だ け 泳 ぐ こ と が で1き る 部1引1】と
大 き く2「.)に 分 か れ て い ま.弓 、、剖～員 は 自 つ}α)目r1勺、f奉 力
に あ...)7㌧1舌重り呑・.寸る.二 と:カ`..ごトき ま.司.〕 まr二 、 落冨永 と し・.1
τ も ほ.と ん と.か.ム('Lj1二に 人...,て 始 め た 八 は か り な の で 少L.
で.も 興 味(ノ)あ る 八 は と..んと.ん 挑i}幾L.て み て く だ き い 、,
ス ポ ー ツ の 中 で 最 も パ ラ ンJよ く体 を 鍛 え る 、二 と の で
き る 水 泳 を私 た ち と ・緒 に楽1.み まL.k.う 旨,























我 がサ イク リ ング クラ フ 「チ ャ リ ンコの 会」 は 、1年
中 チ ャ リ ンー7に乗 っ て る 元気 者 の集 ま りで す,,
夏休 み とも な る と、 日 本列島 を縦断 す る人 や北 海道 を
・周す る奴
、 ち ょっ とサ ロマ湖 へ 、 と行 く連 中 や、 チ ャ
リでμ・1地の実 家 へ帰 る人 など 、み ん な勝 罫に チ ャ リ ンコ
で うろっ 愚ま わ って ます,、この よ うに ツ ー リ ング}三体 の
ク ラブで あ り ます が 、去 年 は ロ ー ドレー スに も初 挑戦 し
2入 が ツー ル ・ド ・北 海道 に個 人 参加 しま した,,今 年 は
ぜ ひ と も旭 医 チー ム を作 り参加 した い と思 っ て い ます。
北 の 大地 のLを チ ャ リ ン7で ・緒 に走 りま しよ う,、





北 医体 、東 医 体(8位)、 春 ・秋 イ
ンカ レ
旭 川 バ スケ ッ トボ ー ル 協 会、 北海 道






ツ ー ル ・ ド ・北 海 道 洞 爺 湖 一周 ロ ー
ト レ ー ス(2名 参 加1、8位 、50位)
マ ラ ソ ン ク ラ ブ
雪 が溶 け て 、ふ きの と うが顔 を出 す。 山 々 も新 緑 。 そ
ん な あ る 日、外 の景 色 を なが め なが ら走 る。行 き交 う ラ
ンナー に手 を あげ る,,北 海道 のk草 原 を走 る。 農 家 の あ
ぜ道 を走 る、 そん な時 、農家 の お ば さん が 、畑 の ス イ カ
を くれ る。 最 高!
マ ラ ソ ンク ラブ は 皆 しみ な が ら走 る ク ラブで は な い。
健 康 の た め、 シー イプ ア ップ の た め 、気 分転 換 の た め…
理 由 は と も あれ 、走 るの が 好 きな ヤ ツの 集 ま り。 さあ 、
自然 と接 しよ う!市 民 ラ ンナ ・の 仲 間 にな ろ う!い い汗
しよ うぜ!
(責 任 者 大 久保 又 う
女子バスケ ッ トボール部
女 ヂバ スケ ノト部 は 、 この こ ろの成 績 不振 を打 開 す る
た め 、 キ ャプ テーンはkは り き りで 部 のLAS(に 努 め て い ま
す,,練 習 内容 をみ て も、 ホ ー ル によ る練 習 は も ちろん 、
筋 トレ(バ ーベ ルな ん か も使 い ます)、 なわ と び など 、
どん どん新 しい もの を と り人 れて い ます,、その せ い か最
近 、筋 肉降 々の 自 分の 足 をふ と複 雑 な面持 ちで なが め る
部 員 が増 え たよ うな気 が します,,と にか くがん ば っ て今
年 こ そは メダル を.ヴとい うの が今 年の 女 チバ スケ ッ ト部
の抱 負 で す。




留 萌一増 毛 マ ラソ ン(ハ ー フ)、r一
歳 ・日航 国 際 マ ラ ソ ン、富 十 登山 競
争 、旭 川 健 康 マ ラ ソ ン(ハ ー フ)、
















のLを 走 りま わっ(『刻 ・刻 と変 わ る戦 局の 摸 様 をID継 し
てkい に盛 り トが り よ した 〔これ を1「人間 将 棋」 といい
ま す).ま た普‡i{と1よ、 昼休 み に第6セ ミナー二有に剖lllカご
集 よ り 、雑 談 を混 じ 貢な が ら楽 し く、II,'fに厳 し く対局 し
て実 力 をつ け てい ます.,'方 、部 室 は.・般 に4,11f1放 して
お り、将棋 好 きの仲 間 が暇 を見つ け て や・,て来て は頭 を
突 きあ おせ て楽1.んrい る様 で す「1{Jにt、 客:後の 楽 〔.
み ド す るの で教 えて 欲 しい とい っ'rく る気 のは や い 人 も
来 て い ますの'C'、2卜粋其を楽Lみ た い 方は気 軽 に戸 をr二た
い てTぐさい.、
/責 任 者 渡 遭 真rの
文化系
英 会 話 ク ラ ブ
犀経 費■「 一活 コ ⊥ 動1





ここ数 年 の海 外旅 行 ブ ー ム は円高 の 影響 も あ って か 、
す さ まLい もの が あ る.,運 良 く大 金 を手 に してふ ら りと
出 か けた 旅 先 で 、喉 の乾 きを感 じた 君はcafeに 入..、た。
ズニ コ.一 を眺 め た君 は 、俺 は オレ ンシ ジコ.・一スが飲 み た
い と思 い ㌧lamorangejuice"と 吾.っCし ま った…..
英梧 は堅 苦 しい言梧 じゃ な くて 、 こ7ミJニ ケー ン ヨ
ン(T)丁4…紫"と し.て『三f甦じ才/lよ㌧・し、1=1メンノミー1二1よ、し・一一)カ・
訪 れ る填匙国 の 地 を夢 児 る 者 や、映 画 好 キで字 幕 なLで 理
解Lた い と考 え て る者 な ど もい ます...目 的 ば と もあ れ英
語 で 」 ミ.■こケ ー シ ョ ンで き る.ように な りた い と考 え て
る 人達 の 集 ま りで3-.、 私 達 はniceguyの マ ・・ク先 生 と
雑 談感 覚 で英 語 で 遊 ノ、C°い まd.、 活 動 は 英語 を き.・か け
に た だ飲 んrる だ けだ と言 われ て い ます が 、 それ でも身
に 一♪くもの なの で す.、興 昧 の あ る人は 一度 来て み て ドさ
い.1新/¥/1で'な くcも か ま い ま ぜん.、
(責 任 者 藤 沢 和郎)
ロ ッ ク 研 究 会
我 力瓶コ ノク石汗1よ、量見在30名 ほ,L:1在籍 し、医 人1祭や ド{L
ユンサ ー ト、 ラ イブ等 で活 動 して い ます、 普段 は 、 ハ ン
ト単位 での 練 習 が 主zす か 、 その 他 にも 合宿 を行 うなと
多彩 な活 動 を 【.τい ます 、^Tt1が 音楽 大好 き人問 で 、 音
楽 の 好 燕な 方 な ら、経験 者 は も ち ろん 、初 め て楽 甜 に触
れ る方 で も、楽 し く活 動rき る と思 い まd,,
音楽 好 き な 尉方(女)の 参加 をお 待 ちLて い ま 歳,








チミー費i_πrン3ユ'レ!、 イ ・rン ー1戸一 ト 氏乳ノう・ヨ
1】客虞1.Ooof11ドJi:7「 ン ・り一一.卜 ・ 一ノ イ 『ノ』 岩女1口1
将 棋 部
わ が将棋 部 は 、生物 のE口 先生 を顧 問 にい たガ ・＼、6
年生3名 、4fr生2名 、3年 生2名 、2年 生1名 、lr卜 生4
名の12名 で活 動 して い よす[H1三 年の 仁な活 動 内"r.=1/、学
祭 での恒 例 行 嚇と な った学 内 将 棋 卜一 ナ メ ン ト大 会のll
f社とと、で¥…し7ノ}・L巾晃'(ひf了才「)オ～f二金}童i'噛;17'fジ1予†其大 ∫ミ・!＼Gア)参りu.ζ・
す、 学 祭 での 将棋 大 会は 、将 棋 部 員が 参 加口 る 名八戦 と
・般 の 学 生が 参 加 す る一般 戦 と に 分 れC腕 を競 い あ い
よす、,特に掌 祭 辱【il1の、喪勝 戦 は 、将棋 部 員が駒 とな り、
玄関 前 の芝 生 の ヒにっ くられ た 一辺10メ ー ト1レの将 棋 盤
増 触 畷
' 卿 嘲 ■ 剛
財 「





















聖 書 研 究 会
fr導イ・r「【「iしノ,イ挙しIII占…rlこな(ノ)1▼、 メく事 ノタ診,(r)カご欠:ナ ー(し、る
.Lう な ㌃てカごLま.ポ.fロ ∫(「・声、あ る1時…rkこな び)「 、 無LL#,J)力 己
あ る の で す{か っ いCお られ る でL.‡ うか
例 え ば 、 進 んrr,く ノノ向 が わ 、ケ り ま ・ヒ1ん 心 を向 け 、
思 し、右∫{F.t〔ξ寸「(frく ノ∫IrIIカ`無し、び)』6『4.オ ヨカ」'㍉、・夢5-f、lfて
.t+t/,希 望 か 持Cl… 唖卜f,.夢',希 望 も な い 人 牛 に 生 甲
斐 け あ り よlfハ.,亨 い 換 え れ ば 、 生 飯 る 意 味 も 目 的 も"つ
か め な い の で4`..た い へ 〆しな ∴ とで4
そ れ だ けrtあ り よ 仕 んFBI.(1)喜 び が 、'L・の 」F安 が 、
狛iい 意,占 そLて ノ」が 無 い プ)でdな ・ヒど'び し ↓.う か.
聖1固 よ,亨い よ4、 「あ な た の み こ と ば は 、 私 の 足 の と
も しr〆 、fム ゾ)」芭しノ))～f=』C』ポ1,L:.
貞 卜甲が 明 ら か に さ れ て 、 は じ め て 人 生 の 意 昧 ・iit勺 、
1毎び 、 馳F安 そLて 力 を 兄 出 し 、t寺 つ こ と が で き ま す そ
し て 、 そ(わ 真 理 に 光 を あ て 、 照L川aも の 、 そ れ が 『聖
溌:』 で・あ る と 言.ノ.cい る の で ポ.
私 た ち の り.・ ク ル は 、 こ の 聖 書 や そ れ に関 わ る木 を 読
み 学 び 会 をLて い ま す ら げ ひ ・度 、 来 て み て ドさ い.






ブ ラス ・ア ンサ ン ブル
旅 芸 人CLUB
新 入生 の皆 さh人 学 おめ で と う,,こ こで私 達 フ ラ ス ・
ア ン.ナンフ ル部 の紹 介 を さ ぜて頂 き ま す,こ の部 は 部 員
数 が20余 名 を数 え、 木管 か ら金管 まで 多彩 な楽 器 をそ ろ
えて いて.旭 川 四 大学Jointconcertや 大 学 祭 、医 大
痔楽(ノ)夕べ な ど年 に数i円の コ ンサ ・ トを開催 して ま オ.
部`1は み ん な音 楽好 きな 者ば か りで楽 器 を吹 くこ とを楽
しhで い ま『凱,経 験 の 有無 に か かわ らザ 大学 で 楽 器 を演
っ てみ た い と思 りcる あ なた 、 と りあ えす'は私達 の部 を
の ぞ いてみCド きい、
(責任 脅 諏 訪清 隆)
一
フ γ ウaト 曰 く 、1実 に き れ い な娘 だ,あ ん な 娘 は 見
た こ と も な い 慎 ま しや か で 、 お し と や か で 、 し か も ど
こ か に こ うt;き ゃ ん な と こ ろ も あ る11」
#J、た ち は 、 こ ノLr;a良 を ♪}こめ て い ま す 「lift1:人f其 楽 剖只二
人.・ て 人'噛」∫:生～舌を 思 し、・.,きりz一 ン シ.Jイ し ま し よ う/
さ て 、 こ うい う私 た ち は 、:iが 向 い た と き に ビ テ オ を
撮 っ た り 、 学 祭 の 仮 装 大 会 に 出 た り し ます,,つ ま り 、 さ
ま さ ま な エ ン タ ー テ イ ン メ ン トを 提 伊iす る 、 一フの ツ リ
」=イTイ フ 集 団 と い え る で し ょ う
.、 さ あ 、 新 入.生 の み ん
な 、 楽 しい 川1界 が 待 っ て る よ!
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本学 は、学生の教育研究活動中の不慮 の災害 事故補償
のために 「学生教 育研究災害侮害保険」 の賛助会員大学
とな り、加入受付事務 などを行 っています。
昭和62年 度の事故発生件数 は14件 で、事故の態様は課
外活動中12件 、正課中2件 となっています。
本保険は、学生の互助共済 を基本 として運営 されてお
り、学生生活中の万一の場合 に備 えで きるだけ全員加人
するよ うにして くだ さい。
加人 手続は学生課厚 生係 で行 っています。受付期間は、
4月1日 ～4月30日 及 びio月1日 ～10月31日 で、 保険 料
は次 の とお りで す。
掌 年 保 険 期 間 保 険 料
第t学 年 6年 間 4,050円
　 一
第2学 年 5年 間 3,500円
第3学 年 4年 間 2,900円
第4学 年 3年 間 2,250円
第5学 年 2年 間 1,550円
第6学 年 1年 間 850円
π
(学生課)




ンサーのもとに医療協 力に出かける例 を多 く見受ける。
1976年 西アフリカ(ナ イジェリァ)の医学部へ出張以 来、
久 し振 りに日本 を外 から眺める機会 を持 った。
2度給油 した ジェット機 は15時 間の旅 で40年 前の日本へ
逆戻 りした感覚 を与 えるパキスタン ・イスラム共和国へ
運んで くれる。 インドの西側 に国境 を接 し北X23度 から
スター トす る南北 に長 い国土、テレビのニュースはウルド
語、 シン ド語、アラビア語および英旙 と4回 放送 される
アラブ系の多民族国家で ある。街の店頭 に日本製 品が溢
れ、路上は日本製車やイタリア製 スクーター改造の"リ キ
シャ"が疾風 を飛ば しに ぎやかに走 っている。かってH本
のタクシーも神風運転 と云われたが、この国 もそれと同
等のス ピー ド狂 が多 く、ス リル満点で手に汗 を握 る。
'86年8月 はインダス川流域に洪水
、'87年11月 は正月以
来1度 も雨が無 く旱魑の二-一 スが印象深 い。中国に国境
を接する北部 は世界第2の 高峰"IC2"の 存在す る冷 涼地帯
であるが、シンド州南部 を調査の拠点と した。我 々はパキ
スタンの シンド大挙と協同 して寄生虫全般 の基礎資料 を
造 る目的で人間 とその生活圏内に生息する動物 を対象 に
調査を実施 した。 この地域の夏季は思考 も止る程の酷暑
と乾燥のため蚊は発生で きず、冬季の近づ く11月頃 から
蚊の吸血活動 は盛んになり、マ ラリア患者発生 予防のた
め居住地区へ"DDT油 剤"(日 本は1971年 以降製造 ・販売
禁止)を 市衛生当局 が散布ん ていた。
熱帯圏は秋 と云 って も日中の気温は30℃ 以上に上昇す
る。 しかし屋内 は冷房機の普及で涼 しく、 その温度差の
ため風邪 を引く場 合が多いので"薬"の 携帯は必須 である。
パキスタンの人 々は一般 に トイレッ トペ ーパー を使 う
習慣 はなく、大学や国際空港 にも備 えられていない。ホ
テルでは厳重 に注意 していたが一度失敗 して切れていた。
大声でボーイを呼ぷ事 もできず決意 して生れて初めてパ
キスタン方式 に従った。不慣れのため悪戦苦闘 したが、考
えてみ ると紙 が無い と一 臼の開始がで きない文明人はな
んと不便な人種 であろ う。
日本人の眼 から見ると厳族昆虫は多 く、 また、生活習
慣の相違 によ り環境衛生は良 いとは云 えない。私 も河川
生水 を飲 み、ランブル鞭毛虫 を土産 に持 ち帰 って しまっ
たが、調査終 了の結果、特定の寄生 虫 を除 き、予想に反
して感染状況は低 かった。この理由は高温 と乾燥の 自然
環境のため土壌中の感染源は死滅すると考 えられる。
国民の97%が 回教徒のパキスタンは朝5時 コーランの
朗読が拡 声器 から流 れ1日 の始 まりとなる。就寝 まで5
回の礼拝 の義務、ホ テルは室内 にメ ッカの方向 を示す矢
印 を掲示 して旅 行者の便宜 をは かっている。 また酒 と豚
肉の摂取 は法律 で禁止 され、私は2度 共出国す るまで1
滴の酒類 ・lgの 豚肉 も見る機会は無 かった。 パ ーティー
や会食時 は水か ジュース類 と、慣 れるまで味気 はない。試
薬のエチルや メチルアルコールも政府の許可書 を必要 と
厳重に管理 され購入で きなかった。
発展途r.国 は上水道の設備 が貧 しくて、非衛生的な水
を日常使 用している人 々が多い。この間題が改善 され、
衛生的 な飲用水が供給 されると、寄生虫 を含 む感染症は
減少す ることが明らかである。
この様 な途 上国に滞在 していると万事スmモ ーな行
動の住民や、仕事や生活の面で無 い無いず くしの場面 が
多く、不便 を感 じる。しかし、アフリカやパキスタンの人
々は、車 ・電気 ・トイ レットペーパ ーなどが無 くて も立 派
に毎日を過 しており、大変便利な日本 と比べ、はた して
どちらが幸福 なの かと考えさせ られた。"インシャーラ"
(寄生虫学講座 助教授)
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